
 

 

 

「海の日」行事“海と日本プロジェクト”を開始します 

海をテーマに 100 を超えるイベントを全国各地で展開 

総合開会式により幕開け 

 

 

総合海洋政策本部･国土交通省･日本財団は、次世代を担う子供たちを中心に、多くの人の海への好奇心を喚起すること

を目指した「海の日」行事“海と日本プロジェクト”を開始いたします。 

本プロジェクトは、総合海洋政策本部･国土交通省･日本財団が主催し、関係省庁や自治体、各種団体、企業、大学等の産

学官民の協働による海に関する多様なイベントに取り組んでいこうとするものです。 

今年は、下記の通り、総合開会式で幕を開け、さまざまなイベントを全国で開催いたします。 

 

※下記の１，２，３については、ご取材の受け付けは別途ご案内いたします。 

 

 

記 

 

 イベント名･日時 場所 イベント概要など 

1 総合開会式 

〔主催:総合海洋政策本部〕 

7 月 18 日 (月･祝) 

10:00～10:30 

東京港晴海客船 

ターミナル 4 階多目

的ホール 

○趣旨： 

 ・総合海洋政策本部が主催する「海の日」行事“海と日本プ

ロジェクト”の総括的行事 

 ・海洋国家としてのメッセージを、次世代を担う青少年に向

けて発信 

○内容：「海の日」のメッセージ 

 ･島尻 安伊子 海洋政策担当大臣（予定） 

 ･石井 啓一 国土交通大臣（予定） 

 ･笹川 陽平 日本財団会長（予定） 

○聴衆：小中高生及びその保護者を中心に約 400 名 

※ご取材の受付は別途ご案内いたします。 

NEWS RELEASE 

お知らせ 

総合海洋政策本部事務局 

国土交通省 

日本財団 

2016 年 7 月 1 日 

【同時発表】 

  経済研究会(内閣府内) 

  官邸記者クラブ 

  国土交通記者会 

  国土交通省交通運輸記者会 

http://www.uminohi.jp/


 

２ ｢海の日｣記念祭 

7 月 18 日(月･祝) 

① 海の船一斉公開 

10:30～17:00 

② 海上保安政策課程 

一期生の成果報告会 

10:30～11:00 

① 東京港晴海埠頭 

② 海上保安庁巡視船

内 

詳細別紙１をご参照ください。 

※ご取材の受付は別途ご案内いたします。 

３ 海の人材育成に関する 

国際シンポジウム 

① 7 月 19 日(火) 

9:30～17:１0 

② 7 月 20 日(水) 

9:０0～17:30 

 

ザ・キャピトルホテル東急

(東京都千代田区) 

 

詳細別紙２をご参照ください。 

※ご取材の受付は別途ご案内いたします。 

４ 全国各地でのイベント 

http://uminohi.jp/ 

 

 

(1) 海と日本プロジェクトサポートプログラム 

〔主催:日本財団〕 

海を未来へ引き継ぐための下記５つのアクションを設定し､

公募した 43 都道府県 125 件の事業を展開 

①海を学ぼう！②海をキレイにしよう！③海を味わおう！ 

④海を体験しよう！⑤海を表現しよう！  

各事業の詳細は別紙３をご参照ください。 

 

(2) 海と日本プロジェクト特別推進パートナー(協賛団体)に

よるイベント 

本プロジェクトの趣旨に賛同し､協賛する団体が行うイベン

ト。詳細別紙 4 をご参照ください。 

 

 

〔ロゴマークが意図すること〕 

 

 

 

 

 

 

 

美しい海を表すブルーと日本を表す赤い丸を配置することで「海と日本」を表現しました。 

丸を基調としたフォルムは水のイメージと親しみやすさを、さんずいを飛沫形にすることで 

動きのある行動的なイメージを表現しています。かけがえのない海と日本の関係をより深く 

考えていこうという思いをこめました。 

 

 

http://uminohi.jp/
http://www.uminohi.jp/


 

 

 

 

 

お問い合わせ先： 

（総合開会式） 

内閣官房総合海洋政策本部事務局 高橋・勢田 TEL. 03-6257-1942 

 

（「海の日」記念祭・海の船一斉公開） 

国土交通省海事局海技・振興課海事振興企画室 加納・佐藤・鈴木 TEL. 03-5253-8946 

 

（「海の日」記念祭・海上保安政策課程） 

海上保安庁総務部教育訓練官付 喜志多・冨田 TEL. 03-3591-6369 

 

（国際シンポジウム、海と日本プロジェクトサポートプログラム） 

      日本財団 海洋チーム TEL. 03-6229-5152  国際シンポジウム ／ 中廣･石川･有川 

サポートプログラム／ 宗近・青木   

 

※総合開会式、「海の日」記念祭及び国際シンポジウム当日の取材受付については、別途ご連絡いたします。 







































 

 

 

 

１．海と日本プロジェクト 協賛団体一覧 

 

公益財団法人 海上保安協会 

一般社団法人 海洋産業研究会 

全日本海員組合 

一般社団法人 大日本水産会 

公益社団法人 燈光会 

一般財団法人 日本海事協会 

公益財団法人 日本海事センター 

公益社団法人 日本海難防止協会 

公益社団法人 日本観光振興協会 

一般社団法人 日本港運協会 

公益社団法人 日本港湾協会 

公益社団法人 日本水難救済会 

一般財団法人 日本水路協会 

一般社団法人 日本船主協会 

一般社団法人 日本倉庫協会 

一般財団法人 日本造船技術センター 

一般社団法人 日本造船工業会 

日本内航海運組合総連合会 

一般財団法人 日本舶用品検定協会 

一般社団法人 日本旅客船協会 

（五十音順） 

 

別紙４ 



 

 

 

 

２．海と日本プロジェクト 協賛団体によるプログラム・事業の一覧 

  地域 行事名 実施団体 期間 内容 

1 青森県 

第１８回全国

水産・海洋

高等学校カ

ッターレース

全国大会 

全国水産高

等学校長協

会 

７月２３日～ 

２４日 

カッター競技を通じて、水産教育の重要性を広く一

般的に広くアピールする。 

2 全 国 
灯台絵画コ

ンテスト 

（公社）燈光

会 

募集：６月上

旬～９月５日 

表彰：11 月１

日 

全国の小・中学生を対象に「灯台のある風景」として

絵画を募集し、平成 28年 11 月１日の灯台記念日に

入賞者の表彰式を実施するとともに、記念日祝賀会

に招待する。 

3 

全国の

臨海道

府県 

若者の水難

救済ボラン

ティア教室 

(公社)日本

水難救済会

及び地方水

難救済会 

７月～８月 

７～８月の夏休み期間を中心に主として、全国の小

中学校約５０校の児童生徒を対象に自己又は他人

の救助や応急手当に関する知識技能を習得させる

ため、海上保安官等から実地指導を受ける。 

4 全国 

船ってサイコ

～2016  

『せんきょう

夏休みキャ

ンペーン』他 

(一社)日本

船主協会 
7～8 月 

 

「海の日」を中心として、海運の重要性に対する一般

の理解を深めることを目的に次の各種事業を行う。 

 

①一般の方があまり間近で見ることが無い、外航商

船（自動車専用船、コンテナ船他）等の見学会を、東

京、横浜、名古屋、神戸をはじめ全国各地で開催す

る。また、関係団体等と連携して、造船所、港湾・海

事施設等の各種見学会も開催する。 

 

②海運や船員の仕事への理解を増進するため、講

演、セミナーや、商船高専と連携した進学ガイダンス

等を開催する。 

 

5 全国 

海の日 

小学生運賃

無料キャン

ペーン 

(一社）日本

旅客船協会 
７月～８月 

海洋国・日本の未来を担うこども達に乗船体験

の機会を提供し、もっと海に親しみを持ってもら

いたい！そんな想いから日本旅客船協会では、

2013 年から「こどもの日」と「海の日」に「小学

生の運賃を無料とするキャンペーン」を実施して

いる。 

 

別紙４ 






